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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業219企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 全体で小幅に悪化、製造業・卸売業・建設業は改善

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△1.4、実績比6.8ポイント改善の見込
　来期は、卸売業、不動産業で悪化、その他の業種では改善を見込んでいます。項目別では、売上判断D.Iが
当期実績比6.3ポイント、収益判断D.Iは同8.1ポイントともに改善、販売価格判断D.Iは同3.2ポイント改善を
見込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比0.6ポイント低下、また、残業時間D.I
も同0.9ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、「経費の節減」が50.2％、「販路を広げる」が43.4％、「人材を確保する」が21.9％と上位
になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は△8.2と、
2017年4～6月期(前期)の調査より1.4ポイント悪化しました。
　業種別では、小売業で前期比13.1ポイント、サービス業で同20.7
ポイント低下しましたが、製造業は前期比7.3ポイント、卸売業は同
9.6ポイント、建設業は同0.3ポイントそれぞれ改善し、不動産業は横
ばいとなりました。
　項目別では、売上判断D.Iが△3.6と前期比0.4ポイント悪化、収益
判断D.Iは△8.6と横ばいでした。また、前年同期比売上額判断D.Iは
0.0、前期比5.4ポイント、同収益判断D.Iは△5.5、同5.4ポイントとも
に改善しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△16.8と前期比1.8ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和しました。また、
前期比残業時間D.Iは0.9と横ばいでした。借入金の動きや借入難易度では特に大きな変化は見られませんでした。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が37.4％、「売上の停滞・減少」が33.8％、「利幅の縮小」が
23.７％で上位となり、前期と同様の課題が挙げられました。
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年4～6月 29年7～9月 29年10～12月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、1.4ポイント低下し△８.２。来期は、６.８ポイント改善し△１.４の見通し。

業況判断D.Iは、７.３ポイント改善し４.４。来期は、４.４ポイント改善し８.８の見通し。

業況判断D.Iは、９.６ポイント改善し△３.３。来期は、３.２ポイント低下し△６.５の見通し。

業況判断D.Iは、13.１ポイント低下し△40.0。来期は、12.５ポイント改善し△27.５の見通し。

業況判断D.Iは、20.７ポイント低下し△17.３。来期は、17.３ポイント改善し０.０の見通し。

業況判断D.Iは、０.３ポイント改善し３.１。来期は、18.２ポイント改善し21.３の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの０.０。来期は、18.８ポイント低下し△18.８の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています
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（2017.7～9月期）

結城信用金庫営業統括部



　業況判断D.Iは4.4、前期比7.3ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが7.0と前期比5.6ポイント、収益判断D.Iは4.２と同5.6ポイントともに改善し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは14.1、前期比6.9ポイント、同収益判断D.Iは11.3、同7.0ポイン
トともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△21.1と前期比3.5ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iも9.9と同9.9ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が26.8％（前期24.6％）、「予定あり」が21.4％（前期18.2％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は20.0％（前期17.6％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が30.0％、「売上の停滞・減少」が22.9％、「人手不足」が
21.4％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは8.8、当期実績比4.4ポイン
ト改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比1.4ポイン
ト、収益判断D.Iも同2.8ポイントともに改善、販売価
格判断D.Iは横ばいを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.1ポイント改善、残業時間D.Iは同5.6ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が54.3％、
「販路を広げる」が51.4％、「人材を確保する」が
24.3％と上位に挙げられました。

　人材の高齢化と技術の継承が課題と考える。女性の活躍の場を提供できるように
していく方針。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績
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見通し
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実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 21.1 66.2  12.7 

 21.1 62.0  16.9

 19.7 67.6  12.7

 21.1 64.8  14.1 
  

 

 22.9 58.6  18.5 

 21.8 65.2  13.0 

 12.7 85.9  1.4 　

  
 11.3 87.3  1.4 

■ 製 造 業 回答企業数70企業（回答率97.2％）
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製造業  主要指標の推移D.I
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業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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問4

問２で挙げたような各種地域活動について、何らかの活動に取り組んでいる場合は、その活
動が自社の経営あるいは事業に及ぼしている影響を選んでお答えください。また、活動に取
り組んでいない場合は、今後の活動への取り組みの意向を選んで答えください。

（単位：％）

問5 今後、地域での各種活動がさらに活発化していくために、地元自治体や地域金融機関に期待
することはありますか。３つ以内でお答えください。

（単位：％）

問3 貴社では、問２で挙げたような各種地域活動への参加に対して、どのようなイメージを
お持ちですか。３つ以内でお答えください。

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

人手の拠出
補助金・助成金・協賛金等の提供

活動場所の提供
地域の結束の促進

リーダーシップの発揮
地元住民への周知

人的ネットワークの強化
外部への情報発信の強化

多様なアイデア・企画の提供
まったく期待していない

（％）0  10  20  30  40  50

　自社の業績向上につながる
自社の評判が高まる

　従業員の意欲が高まる
　地域企業としての責任を果たせる
　地域内でネットワークが築ける

　周囲との付き合いが負担
　資金面での負担がある
　人手の負担がある
　時間の余裕がない

　そもそも参加に意義が感じられない

【取り組んでいる企業】 【取り組んでいない企業】

取り組みたくない
12.8％

（複数回答：3つ以内）
　　　　　　12.8％

　　　　　　　　　　17.1％

　　  4.0％

　　　　　　　　　　　　19.4％

　　　　　　　　　　　　　　　　23.7％

 1.4％

　 2.5％

　　　  5.1％

　　　　　　　　10.3％

　　 3.7％

プラスの影響
10.4％

どちらかといえば
プラスの影響
48.5％

どちらかといえば
プラスの影響
48.5％

どちらともいえない
40.5％
どちらともいえない
40.5％

マイナスの影響 0.0％

どちらかといえば
マイナスの影響
0.6％

取り組んでみたい
10.6％

どちらともいえない
76.6％

       7.3％

　　　　　　　　　　　　　　　23.8％

　　　 4.4％

　　　　　11.6％

　　  3.5％

　　　　 9.9％

　　　　 10.8％

　　　　9.6％

　　　　　　　 14.2％

　　　  4.9％



　業況判断D.Iは△3.3、前期比9.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△9.6と前期比3.1ポイント、収益判断D.Iは△6.4と同6.4ポイントともに低
下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△6.5、前期比横ばい、同収益判断D.Iは△6.5、同3.2ポイン
ト改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△3.2と前期比3.3ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△6.5と同6.5ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が29.0％（前期25.8％）、「予定あり」が19.4％（同20.7％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.9％（前期16.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が51.6％、「売上の停滞・減少」が45.2％、「取引先の減
少」が22.6％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△6.5と当期実績比3.2ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.8ポイ
ント、収益判断D.Iは同6.4ポイント、販売価格判断D.I
も同6.4ポイントそれぞれ改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横ばい、残業時間判断D.Iは同6.4ポイント低下の見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が87.1％、
「経費の節減」が45.2％、「情報力の強化」が38.7％と
上位に挙げられました。

　現在、ネット販売が支流になっているなか、若者をターゲットとした戦略を打ち出
し売上増加を図っていく。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 25.8 51.6 22.6 

 19.4 54.8  25.8 　

 19.4 61.2  19.4 

 19.4 51.6  29.0 　 16.1 64.5  19.4　
　

   12.9 67.7  19.4 

 16.1 77.4  6.5 　

 16.1 83.9  0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数31企業（回答率93.9％）
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卸売業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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（単位：％）

問1 貴社では、以下に列挙する団体等に加入していますか。なお、４つ以上の団体等に加入して
いる場合は、その中でも経営に役立っていると感じている団体等を３つ以内でお答えください。

　中小企業経営と地域との関わりについて調査を実施しました。
　貴社では、各種団体等に加入していることで、経営に役立っていると感じているか、また、地域経済と
の関わりのなかで取り組んでいる、あるいは協力・協賛している地域での活動について、結果を次のよう
に取り纏めました。経営に役立っていると感じている団体は、｢商工会・商工会議所｣とする割合が53.3％、つ
ぎに｢各種組合（同業種・地域等）｣が17.5％、｢信用金庫が組織する経営者会等｣が9.2％を占めております。
　また、地域経済との関わりのなかで取り組んでいる、あるいは協力・協賛している地域での活動につい
ては、｢お祭り等のイベント｣とする割合が22.6％、｢商店街・中心市街地の活性化｣が21.7％を占めるのに
対し、｢まったく取り組んでいない｣が14.3％を占めております。

中小企業経営と地域との関わりについて中小企業経営と地域との関わりについて

問2 貴社が地域経済との関わりのなかで取り組んでいる、あるいは協力・協賛している地域での
活動について、３つ以内でお答えください。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

商店街・中心市街地の活性化
異業種交流・産学官連携

観光振興活動
農商工連携・地域資源の活用
地場産業や伝統産業の振興
しごとづくり（雇用の創出）

　地元への移住の促進
　防犯・防災活動

　お祭り等のイベント
　まったく取り組んでいない

（％）0  10  20  30  40  6050

（複数回答：3つ以内）

商工会・商工会議所
各種組合（同業種・地域等）

青色申告会・法人会
中小企業家同友会

青年会議所
ロータリークラブ・ライオンズクラブ

信用金庫が組織する経営者会等
銀行が組織する経営者会等

その他
まったく加入していない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53.3％

　　　　　　　 17.5％

 5.9％

0.6％

   2.0％

        4.4％

　　  9.2％

  1.6％

  1.6％

       3.9％

　　　　　　　　　　　　　21.7％

　 7.0％

　 7.0％

   2.7％

        4.6％

         4.9％

1.5％

 　　　　　  13.7％

　　　　　　　　　　　　　  22.6％

　　　　　　　14.3％



　業況判断D.Iは△40.0、前期比13.1ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△22.5と前期比10.3ポイント、収益判断D.Iも△37.5と同18.0ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△5.0、前期比4.8ポイント改善、同収益判断D.Iは
△27.5、同5.5ポイント低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.5と前期比5.0ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iも△5.0と前期比5.0ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が27.5％（前期24.4％）、「予定あり」が20.0％（前期19.5％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.0％（前期14.6％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が50.0％、「同業者間の競争激化」が32.5％、「利幅の縮小
」が30.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△27.5、当期実績比12.5ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.5ポイ
ント、収益判断D.Iは同27.5ポイント、販売価格判断
D.Iも同12.5ポイントそれぞれ改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、また、残業時間判断D.Iは同2.5ポイント改
善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が52.5％、
「品揃えを改善する」が30.0％、「売れ筋商品の取
扱」が22.5％と上位に挙げられました。

　業況はほほ横ばいで推移しているが、今後も経費の削減は課題となっている。地
域活動へ参加することで、補助金等の情報が得られることを期待している。

　業況判断D.Iは0.0、前期比横ばい
　項目別では、売上額判断D.Iが12.5と前期比24.3ポイント、収益判断D.Iも6.3と同18.1ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△12.5、収益判断D.Iも△12.5とともに横ばいでした。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△18.8と前期比1.2ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iも6.3と同11.3ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が25.0％（前期35.3％）、「予定あり」は31.3％（前期23.5％）を示
しています。
　経営上の問題点では、「商品物件の不足」が43.8％、｢同業者間の競争激化｣、「売上の停滞・減少」、
｢利幅の縮小｣がともに31.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△18.8、当期実績比18.8
ポイント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比25.0ポイ
ント、収益判断D.Iは同25.0ポイントともに低下、ま
た、販売価格判断D.Iは同横ばいを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが横ばい、残
業時間D.Iは6.3ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「宣伝･広告の強化」が62.5％、
「情報力の強化」が56.3％、「販路を広げる」、｢不
動産の有効活用を図る｣がともに37.5％と上位に挙げ
られました。

　同業者との差別化を図るため、地域の活動へ積極的に参加し、さまざまな経営者
とのネットワークを構築し、情報発信及び収集に役立てていきたい。
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【業　況】 【売上額】

【収　益】

 12.5 65.0 22.5 

 7.5 47.5  45.0 
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

  87.5  12.5 

 25.0  56.3  18.7 

  81.3  18.7 

 25.0  62.5  12.5  18.8 62.4  18.8 

 6.2  68.8  25.0 
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 5.0 62.5  32.5 

0.0 

0.0

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数16企業（回答率88.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7
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　業況判断D.Iは△17.3、前期比20.7ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△13.9、前期比7.0ポイント、収益判断D.Iは△17.2と同3.4ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△13.8、前期比3.4ポイント改善、同収益判断D.Iは△13.8、
同3.4ポイント改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.3と前期比横ばい、前期比残業時間D.Iは△13.8と同13.8ポ
イント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が17.2％（前期10.7％）、「予定あり」が3.4％（前期10.3％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.3％（前期10.3％）となりました。
　経営上の問題点では、 「売上の停滞･減少」が41.4％、「同業者間の競争激化」が37.9％、「利幅の縮小」
が31.0％上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは0.0、当期比17.3ポイント改
善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比17.3ポイ
ント、収益判断D.Iも同10.2ポイントそれぞれ改善を
見込んでいます。また、材料価格判断D.Iでは当期実
績比7.2ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.5ポイント低下、また、残業時間判断D.Iは同10.4
ポイント改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が58.6％、
「販路を広げる」が27.6％、「人材を確保する」が
24.1％と上位に挙げられました。
　

　現在、地元の固定客により売上げは安定しているものの、少子高齢化のなか人口
増加は見込めず、将来への不安が大きい。　　

　業況判断D.Iは3.1、前期比0.3ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが3.0と前期比5.6ポイント低下、受注残判断D.Iは9.1と同6.2ポイント改善し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比11.4ポイント、同収益判断D.Iも△3.0、同19.9ポイ
ントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△24.2と前期比7.2ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iも6.1と前期比9.0ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が27.3％（前期28.6％）、「予定あり」が18.8％（前期25.7％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は18.2％（前期22.9％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が48.5％、「人手不足｣が39.4％、「利幅の縮小」が30.3％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは21.3、当期比18.2ポイント
改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.0ポイン
ト、収益判断D.Iも同12.1ポイントそれぞれ改善を見
込んでいます。また、材料価格判断D.Iでは当期実績
比6.0ポイントの上昇を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.1ポイント低下、残業時間判断D.Iは同3.0ポイン
ト改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が57.6％、
「販路を広げる｣が54.5％、｢人材を確保する｣が39.4％
と上位に挙げられました。

　現在の受注状況は安定しており、今後も同様に推移する見通しであるが、人材の
確保と育成が課題となっている。
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7月～9月期の概況
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 24.2  63.6  12.2 

 18.2  60.6  21.2 

 21.2 60.6  18.2  18.2 66.7  15.1 
　

 24.3 72.7  3.0 

 15.2 84.8  0.0 

 21.2 78.8  0.0 
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 17.2 69.0  13.8 

 6.9 69.0  24.1 

 10.3  65.5  24.2   75.9  20.7 

 6.9  86.2  6.9 

 14.3  85.7  0.0 

 7.1 92.9  0.0  18.2  72.7  9.1 

　　　　

 10.3 72.4 17.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ サービス業 回答企業数29企業（回答率93.5％）■ 建 設 業 回答企業数33企業（回答率91.7％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6

12 3 6 9 12 3 6 9   
15. 16. 17. 

時期

建設業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し　

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30
12 3 6 9 12 3 6 9   
15. 16. 17. 

時期

サービス業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し　

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30



　業況判断D.Iは△17.3、前期比20.7ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△13.9、前期比7.0ポイント、収益判断D.Iは△17.2と同3.4ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△13.8、前期比3.4ポイント改善、同収益判断D.Iは△13.8、
同3.4ポイント改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.3と前期比横ばい、前期比残業時間D.Iは△13.8と同13.8ポ
イント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が17.2％（前期10.7％）、「予定あり」が3.4％（前期10.3％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.3％（前期10.3％）となりました。
　経営上の問題点では、 「売上の停滞･減少」が41.4％、「同業者間の競争激化」が37.9％、「利幅の縮小」
が31.0％上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは0.0、当期比17.3ポイント改
善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比17.3ポイ
ント、収益判断D.Iも同10.2ポイントそれぞれ改善を
見込んでいます。また、材料価格判断D.Iでは当期実
績比7.2ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.5ポイント低下、また、残業時間判断D.Iは同10.4
ポイント改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が58.6％、
「販路を広げる」が27.6％、「人材を確保する」が
24.1％と上位に挙げられました。
　

　現在、地元の固定客により売上げは安定しているものの、少子高齢化のなか人口
増加は見込めず、将来への不安が大きい。　　

　業況判断D.Iは3.1、前期比0.3ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが3.0と前期比5.6ポイント低下、受注残判断D.Iは9.1と同6.2ポイント改善し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比11.4ポイント、同収益判断D.Iも△3.0、同19.9ポイ
ントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△24.2と前期比7.2ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iも6.1と前期比9.0ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が27.3％（前期28.6％）、「予定あり」が18.8％（前期25.7％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は18.2％（前期22.9％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が48.5％、「人手不足｣が39.4％、「利幅の縮小」が30.3％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは21.3、当期比18.2ポイント
改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.0ポイン
ト、収益判断D.Iも同12.1ポイントそれぞれ改善を見
込んでいます。また、材料価格判断D.Iでは当期実績
比6.0ポイントの上昇を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.1ポイント低下、残業時間判断D.Iは同3.0ポイン
ト改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が57.6％、
「販路を広げる｣が54.5％、｢人材を確保する｣が39.4％
と上位に挙げられました。

　現在の受注状況は安定しており、今後も同様に推移する見通しであるが、人材の
確保と育成が課題となっている。
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 24.2  63.6  12.2 

 18.2  60.6  21.2 

 21.2 60.6  18.2  18.2 66.7  15.1 
　

 24.3 72.7  3.0 

 15.2 84.8  0.0 
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 17.2 69.0  13.8 

 6.9 69.0  24.1 

 10.3  65.5  24.2   75.9  20.7 

 6.9  86.2  6.9 

 14.3  85.7  0.0 

 7.1 92.9  0.0  18.2  72.7  9.1 

　　　　

 10.3 72.4 17.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ サービス業 回答企業数29企業（回答率93.5％）■ 建 設 業 回答企業数33企業（回答率91.7％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　業況判断D.Iは△40.0、前期比13.1ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△22.5と前期比10.3ポイント、収益判断D.Iも△37.5と同18.0ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△5.0、前期比4.8ポイント改善、同収益判断D.Iは
△27.5、同5.5ポイント低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.5と前期比5.0ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iも△5.0と前期比5.0ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が27.5％（前期24.4％）、「予定あり」が20.0％（前期19.5％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.0％（前期14.6％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が50.0％、「同業者間の競争激化」が32.5％、「利幅の縮小
」が30.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△27.5、当期実績比12.5ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.5ポイ
ント、収益判断D.Iは同27.5ポイント、販売価格判断
D.Iも同12.5ポイントそれぞれ改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、また、残業時間判断D.Iは同2.5ポイント改
善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が52.5％、
「品揃えを改善する」が30.0％、「売れ筋商品の取
扱」が22.5％と上位に挙げられました。

　業況はほほ横ばいで推移しているが、今後も経費の削減は課題となっている。地
域活動へ参加することで、補助金等の情報が得られることを期待している。

　業況判断D.Iは0.0、前期比横ばい
　項目別では、売上額判断D.Iが12.5と前期比24.3ポイント、収益判断D.Iも6.3と同18.1ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△12.5、収益判断D.Iも△12.5とともに横ばいでした。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△18.8と前期比1.2ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iも6.3と同11.3ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が25.0％（前期35.3％）、「予定あり」は31.3％（前期23.5％）を示
しています。
　経営上の問題点では、「商品物件の不足」が43.8％、｢同業者間の競争激化｣、「売上の停滞・減少」、
｢利幅の縮小｣がともに31.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△18.8、当期実績比18.8
ポイント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比25.0ポイ
ント、収益判断D.Iは同25.0ポイントともに低下、ま
た、販売価格判断D.Iは同横ばいを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが横ばい、残
業時間D.Iは6.3ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「宣伝･広告の強化」が62.5％、
「情報力の強化」が56.3％、「販路を広げる」、｢不
動産の有効活用を図る｣がともに37.5％と上位に挙げ
られました。

　同業者との差別化を図るため、地域の活動へ積極的に参加し、さまざまな経営者
とのネットワークを構築し、情報発信及び収集に役立てていきたい。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 12.5 65.0 22.5 

 7.5 47.5  45.0 

 10.0 70.0  20.0 

 15.0 47.5 37.5  60.0 40.0 

 15.0 75.0 10.0 

 17.5 72.5  10.0 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

  87.5  12.5 

 25.0  56.3  18.7 

  81.3  18.7 

 25.0  62.5  12.5  18.8 62.4  18.8 

 6.2  68.8  25.0 

 6.2  81.3  12.5 

 12.4  68.8  18.8 

 5.0 62.5  32.5 

0.0 

0.0

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数16企業（回答率88.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

12 3 6 9 12 3 6 9   
15. 16. 17. 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し　

20

10

0

△10

△20

△30

△40

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

12 3 6 9 12 3 6 9   
15. 16. 17. 

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し　

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30

0.0



　業況判断D.Iは△3.3、前期比9.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△9.6と前期比3.1ポイント、収益判断D.Iは△6.4と同6.4ポイントともに低
下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△6.5、前期比横ばい、同収益判断D.Iは△6.5、同3.2ポイン
ト改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△3.2と前期比3.3ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△6.5と同6.5ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が29.0％（前期25.8％）、「予定あり」が19.4％（同20.7％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.9％（前期16.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が51.6％、「売上の停滞・減少」が45.2％、「取引先の減
少」が22.6％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△6.5と当期実績比3.2ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.8ポイ
ント、収益判断D.Iは同6.4ポイント、販売価格判断D.I
も同6.4ポイントそれぞれ改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横ばい、残業時間判断D.Iは同6.4ポイント低下の見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が87.1％、
「経費の節減」が45.2％、「情報力の強化」が38.7％と
上位に挙げられました。

　現在、ネット販売が支流になっているなか、若者をターゲットとした戦略を打ち出
し売上増加を図っていく。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 25.8 51.6 22.6 

 19.4 54.8  25.8 　

 19.4 61.2  19.4 

 19.4 51.6  29.0 　 16.1 64.5  19.4　
　

   12.9 67.7  19.4 

 16.1 77.4  6.5 　

 16.1 83.9  0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数31企業（回答率93.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

12 3 6 9 12 3 6 9  
15. 16. 17. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

（単位：％）

問1 貴社では、以下に列挙する団体等に加入していますか。なお、４つ以上の団体等に加入して
いる場合は、その中でも経営に役立っていると感じている団体等を３つ以内でお答えください。

　中小企業経営と地域との関わりについて調査を実施しました。
　貴社では、各種団体等に加入していることで、経営に役立っていると感じているか、また、地域経済と
の関わりのなかで取り組んでいる、あるいは協力・協賛している地域での活動について、結果を次のよう
に取り纏めました。経営に役立っていると感じている団体は、｢商工会・商工会議所｣とする割合が53.3％、つ
ぎに｢各種組合（同業種・地域等）｣が17.5％、｢信用金庫が組織する経営者会等｣が9.2％を占めております。
　また、地域経済との関わりのなかで取り組んでいる、あるいは協力・協賛している地域での活動につい
ては、｢お祭り等のイベント｣とする割合が22.6％、｢商店街・中心市街地の活性化｣が21.7％を占めるのに
対し、｢まったく取り組んでいない｣が14.3％を占めております。

中小企業経営と地域との関わりについて中小企業経営と地域との関わりについて

問2 貴社が地域経済との関わりのなかで取り組んでいる、あるいは協力・協賛している地域での
活動について、３つ以内でお答えください。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

商店街・中心市街地の活性化
異業種交流・産学官連携

観光振興活動
農商工連携・地域資源の活用
地場産業や伝統産業の振興
しごとづくり（雇用の創出）

　地元への移住の促進
　防犯・防災活動

　お祭り等のイベント
　まったく取り組んでいない

（％）0  10  20  30  40  6050

（複数回答：3つ以内）

商工会・商工会議所
各種組合（同業種・地域等）

青色申告会・法人会
中小企業家同友会

青年会議所
ロータリークラブ・ライオンズクラブ

信用金庫が組織する経営者会等
銀行が組織する経営者会等

その他
まったく加入していない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53.3％

　　　　　　　 17.5％

 5.9％

0.6％

   2.0％

        4.4％

　　  9.2％

  1.6％

  1.6％

       3.9％

　　　　　　　　　　　　　21.7％

　 7.0％

　 7.0％

   2.7％

        4.6％

         4.9％

1.5％

 　　　　　  13.7％

　　　　　　　　　　　　　  22.6％

　　　　　　　14.3％



　業況判断D.Iは4.4、前期比7.3ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが7.0と前期比5.6ポイント、収益判断D.Iは4.２と同5.6ポイントともに改善し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは14.1、前期比6.9ポイント、同収益判断D.Iは11.3、同7.0ポイン
トともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△21.1と前期比3.5ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iも9.9と同9.9ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が26.8％（前期24.6％）、「予定あり」が21.4％（前期18.2％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は20.0％（前期17.6％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が30.0％、「売上の停滞・減少」が22.9％、「人手不足」が
21.4％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは8.8、当期実績比4.4ポイン
ト改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比1.4ポイン
ト、収益判断D.Iも同2.8ポイントともに改善、販売価
格判断D.Iは横ばいを見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比1.1ポイント改善、残業時間D.Iは同5.6ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が54.3％、
「販路を広げる」が51.4％、「人材を確保する」が
24.3％と上位に挙げられました。

　人材の高齢化と技術の継承が課題と考える。女性の活躍の場を提供できるように
していく方針。
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7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 21.1 66.2  12.7 

 21.1 62.0  16.9

 19.7 67.6  12.7

 21.1 64.8  14.1 
  

 

 22.9 58.6  18.5 

 21.8 65.2  13.0 

 12.7 85.9  1.4 　

  
 11.3 87.3  1.4 

■ 製 造 業 回答企業数70企業（回答率97.2％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 12 3 6 9 12 3 6 9 
15. 16. 17. 

30

20

10

0

△10

△20

△30

（単位：％）
問4

問２で挙げたような各種地域活動について、何らかの活動に取り組んでいる場合は、その活
動が自社の経営あるいは事業に及ぼしている影響を選んでお答えください。また、活動に取
り組んでいない場合は、今後の活動への取り組みの意向を選んで答えください。

（単位：％）

問5 今後、地域での各種活動がさらに活発化していくために、地元自治体や地域金融機関に期待
することはありますか。３つ以内でお答えください。

（単位：％）

問3 貴社では、問２で挙げたような各種地域活動への参加に対して、どのようなイメージを
お持ちですか。３つ以内でお答えください。

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

人手の拠出
補助金・助成金・協賛金等の提供

活動場所の提供
地域の結束の促進

リーダーシップの発揮
地元住民への周知

人的ネットワークの強化
外部への情報発信の強化

多様なアイデア・企画の提供
まったく期待していない

（％）0  10  20  30  40  50

　自社の業績向上につながる
自社の評判が高まる

　従業員の意欲が高まる
　地域企業としての責任を果たせる
　地域内でネットワークが築ける

　周囲との付き合いが負担
　資金面での負担がある
　人手の負担がある
　時間の余裕がない

　そもそも参加に意義が感じられない

【取り組んでいる企業】 【取り組んでいない企業】

取り組みたくない
12.8％

（複数回答：3つ以内）
　　　　　　12.8％

　　　　　　　　　　17.1％

　　  4.0％

　　　　　　　　　　　　19.4％

　　　　　　　　　　　　　　　　23.7％

 1.4％

　 2.5％

　　　  5.1％

　　　　　　　　10.3％

　　 3.7％

プラスの影響
10.4％

どちらかといえば
プラスの影響
48.5％

どちらかといえば
プラスの影響
48.5％

どちらともいえない
40.5％
どちらともいえない
40.5％

マイナスの影響 0.0％

どちらかといえば
マイナスの影響
0.6％

取り組んでみたい
10.6％

どちらともいえない
76.6％

       7.3％

　　　　　　　　　　　　　　　23.8％

　　　 4.4％

　　　　　11.6％

　　  3.5％

　　　　 9.9％

　　　　 10.8％

　　　　9.6％

　　　　　　　 14.2％

　　　  4.9％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業219企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 全体で小幅に悪化、製造業・卸売業・建設業は改善

7月～9月期の概況

10月～12月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△1.4、実績比6.8ポイント改善の見込
　来期は、卸売業、不動産業で悪化、その他の業種では改善を見込んでいます。項目別では、売上判断D.Iが
当期実績比6.3ポイント、収益判断D.Iは同8.1ポイントともに改善、販売価格判断D.Iは同3.2ポイント改善を
見込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比0.6ポイント低下、また、残業時間D.I
も同0.9ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、「経費の節減」が50.2％、「販路を広げる」が43.4％、「人材を確保する」が21.9％と上位
になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は△8.2と、
2017年4～6月期(前期)の調査より1.4ポイント悪化しました。
　業種別では、小売業で前期比13.1ポイント、サービス業で同20.7
ポイント低下しましたが、製造業は前期比7.3ポイント、卸売業は同
9.6ポイント、建設業は同0.3ポイントそれぞれ改善し、不動産業は横
ばいとなりました。
　項目別では、売上判断D.Iが△3.6と前期比0.4ポイント悪化、収益
判断D.Iは△8.6と横ばいでした。また、前年同期比売上額判断D.Iは
0.0、前期比5.4ポイント、同収益判断D.Iは△5.5、同5.4ポイントとも
に改善しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△16.8と前期比1.8ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和しました。また、
前期比残業時間D.Iは0.9と横ばいでした。借入金の動きや借入難易度では特に大きな変化は見られませんでした。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が37.4％、「売上の停滞・減少」が33.8％、「利幅の縮小」が
23.７％で上位となり、前期と同様の課題が挙げられました。

 12 3 6 9 12 3 6 9
15.　 16.   17. 　

時期 10～12月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年4～6月 29年7～9月 29年10～12月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、1.4ポイント低下し△８.２。来期は、６.８ポイント改善し△１.４の見通し。

業況判断D.Iは、７.３ポイント改善し４.４。来期は、４.４ポイント改善し８.８の見通し。

業況判断D.Iは、９.６ポイント改善し△３.３。来期は、３.２ポイント低下し△６.５の見通し。

業況判断D.Iは、13.１ポイント低下し△40.0。来期は、12.５ポイント改善し△27.５の見通し。

業況判断D.Iは、20.７ポイント低下し△17.３。来期は、17.３ポイント改善し０.０の見通し。

業況判断D.Iは、０.３ポイント改善し３.１。来期は、18.２ポイント改善し21.３の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの０.０。来期は、18.８ポイント低下し△18.８の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています
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